
〈競技上の注意事項〉 

１ （財）日本ソフトテニス連盟発行ソフトテニスハンドブックに準拠して競技を行う。 

２ マッチはすべて７ゲームで行う。 

３ 【選手について】 

 （１）病気やけが、その他理由により出場が困難であると校長が認めた場合は、ダブルスにおい

ては、ペアのうちの１人の選手変更を認める。ただし、シングルスでは、選手変更を認めず

棄権とする。その場合は、事前に地区責任者を通じて専門委員長へ申し出ること。大会当日

に上記理由が生じた場合は競技委員長へ申し出ることで別途審議の対象とする。大会で定め

る受付時間が過ぎたものについては一切認めない。  

４ 【服装・用具について】  

（１）選手は、背中にＢ５サイズのゼッケンの４隅を留めて付けること。 

（２）試合に使う用具、服装は日本ソフトテニス連盟公認メーカーのものを使用・着用すること。  

（３）長袖のアンダーウエア（単色）及びスパッツ、各部位を覆うサポーター、着圧ソックス  

の着用を認める。 

５ 【審判について】 

（１）  参加選手は、審判ワッペンと筆記用具を持参すること。  

（２）  正審は、ストップウォッチを用い、試合前の乱打・チェンジサイズ時の時間を管理し、ス

ムーズに試合を進行させること。また、副審は得点表示を行うこと。  

（３）  ダブルスの審判は、敗者ペアが行うことを原則とする。  

（４）  シングルスの審判は、直前の試合を終えた両選手が行うことを原則とする。ただし、勝者

が試合（ベンチ入り待機）のために審判ができない３回戦以降の審判については、敗者と

その学校の生徒１名で行うこと（参加人数の関係で無理な場合は本部に申し出ること）。  

（５）  正審は、必ず時計を持ち、試合前の乱打・ベンチコーチ時の時間の管理に気をつけ、スム

ーズに試合を進行させること。  

（６）  審判中に、対処が困難な事態が生じた場合は、審判委員の指示を仰ぐこと。  

６ 【ベンチについて】 

 （１）組合せ番号の小さい選手が審判台を背にして左側とする。 

 （２）次の試合の選手は、前の試合終了以前にベンチ入りしなければならない。審判が位置につ

いてから、試合が開始出来ない場合には５分毎に警告を１つ与える。  

（３）ベンチには、参加申込書に記されたベンチ入り指導者（教職員、外部指導者）のみが入る

ことができる。ベンチ入り指導者は、配布された指導者証を身につけること。  

（４）選手はチェンジサイズ時とファイナルゲーム前に、自陣のベンチでのみ、ベンチ入り指導

者からの助言を受けることができる。  

（５）ベンチ入り指導者は選手の服装に準じることとし、テニスシューズを着用すること。 

７ 【練習場所、施設について】  

 （１）コートにおける練習については、指示された場所・時間を守ること。  

（２）ボールを使ったウォーミングアップは、ラグビー場かその他芝生のスペースで行うこと。

本部からの許可なくコート内で練習したり、通路で練習したりしないこと。 

（３）プライベートテントを設置する場合はラグビー場、１２面コート西側・南側、６面コート

南側の林内を利用すること。  

（４）部旗や横断幕を張る場合は４・８・１２コート西側か１８コート東側のフェンスを利用す

ること。 

８ 【その他留意事項】 

（１）参加する学校ごとに必ずゴミ袋を用意し、ゴミは持ち帰ること。 

（２）日本ソフトテニス連盟が提唱しているグッドマナーを推進し、試合態度・施設利用のマナ

ーの向上をお願いします。  



〈新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のためのお願い〉 

 

①  観客については保護者及び学校関係者に限り入場を可とします。 

②  試合中以外は不織布マスクを着用してください。 

③  マッチ開始前の挨拶とトスはネットから１ｍ離れて行なってください。 

④  マッチ終了時の挨拶はネットから１ｍ離れて行なってください。また、握手は

行わないでください。 

⑤  ペアでの話は距離を置いて、ハイタッチは行わないでください。 

⑥  試合中は必要以上に大きな声を出さないでください。 

⑦  試合の応援は拍手のみで行ってください。 

⑧  咳・くしゃみエチケットを励行してください。 

（ハンカチ又はタオル、マスクなどで口を覆い、飛散させない） 

⑨  大会参加者は、審判用の筆記用具をご持参ください。 

⑩  可能な限り、マッチ開始前・終了後の手洗いを励行してください。 

⑪  テント・タープ等を使用する際は三密にご注意ください。 

 

 

 


